
1．はじめに
高校現場における教師の日常は忙しく，仕事も

多岐に渡る。その一つに文書作成が挙げられよう。

各種の試験問題を始めとして校務的内容のもの，

対外的文書などあらゆるものが含まれるが，教師

本来の職務は授業を行うことである。

他の仕事はなるべく能率よく済ませ，本来の職

務に専念したいものである。

そうした文書作成に今では無くてはならないワ

ープロやパソコンだが，今から二十年以上前の時

代を思い出すと，その有り難味は計り知れない。

現在ではあらゆる分野の多様なソフトが普及し，

所謂ハードからソフトの時代に学校現場も変わり

つつある。

このような時代，教育に携わる者，特に理科の教

師にとって心強い教材作成ソフトが発売されている。

数研出版のSTDBである。1997年に発売されて

から利用しているが，もはや仕事をする上で欠くこ

との出来ないものになっている。ここで私のSTDB

を利用した教材準備のいくつかを紹介したい。

2．｢物理確認テストCD-ROM｣の利用
STDBシリーズには，センター試験問題をはじめ

とした国公立私立大学の入試問題を収めた｢物理入

試データベースCD-ROM｣の他に，教科書準拠の

｢物理確認テストCD-ROM｣がある。これには，教

科書の例題や問いの問題など基礎的事項を確認さ

せる問題が収納されている。こうした問題を自由な

レイアウトの中で配置させて，プリントを作成出来

るので使い方によっては大変便利なものとなる。

①日常における復習のための支援プリント

我々は，普段教科書で授業展開するとは限らない。

現実には，あらゆる手段を講じて多角的に授業を

行っている。実際，教員独自の自作テキストやプリン

トなどを作って授業に利用している方も多いと思う。

しかし，生徒にとっては，やはり教科書が勉強の

出発点になる。物理が苦手な生徒や得意な生徒もす

べては，教科書を精読して理解していくことから学

習が始まると言ってよい。

そこで教師としては，生徒の学習状況に応じて，

理解度のチェックを行う簡易な問題プリントを提供

し行わせることは意義あることだと思う。実際に，

私は文系クラスの物理の授業においては，項目の学

習が終わるときに，｢物理確認テストCD-ROM｣を

利用した基礎力確認の問題プリントを配布して生徒

に学習させている。

②成績不振な生徒に対する支援プリント

生徒の学力や能力における個人差は，大変大きい。

物理の場合，出来る生徒は教師の指導も必要なく自

分一人で独学していく力があるが，物理が不得意な

生徒にとっては，苦手意識も手伝ってなかなか結果

を出せない。成績評価を行う場合，こうした不得意
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4．定常波のできかた

5．波の反射によるによる定常波

6．ホイヘンスの原理による反射と屈折

7．波の干渉とうなり

などである。

こうしたプリントの内容を確認の意味で，定期テ

ストなどに出題したくなる場合がある。STDBの問

題作成エディタには画像取り込みの機能がついてい

る。これにより，上記のことが可能となる。方法は，

出題したいプリントをスキャナーにかけて，必要な

部分を取り込み jpgファイルとして保存する。それ

を問題作成エディタのメニュー｢挿入｣─｢画像｣によ

り取り込めばよい。

①スキャナーを利用したプリントの挿入

以下は，固定端の反射による定常波の作図を出題

した例である。

②デジカメ画像の挿入

文系クラスの物理の授業では，私はなるべく実際

に，学習項目に関連する教材や実物を紹介している。

定期テストで，そうした話題を出題する際，デジ

カメ画像が効果を発揮する。以下は，熱機関の授業

の際，ビー玉式スターリングエンジンと水飲み鳥を

紹介した際に，それに関する出題をしたときのもの

である。画像は jpgファイルである。

実際に，授業で紹介したものを写真入りの試験問

題として出題すれば生徒も当時の授業を思い出し，

問題に取り組む姿勢も変わってくるのではないか。

やはり試験問題とは言え，こだわりを持って生徒

の立場に立ち，見栄えの良く視覚に訴えるわかりや

すい試験を作成したいものである。

5.画面キャプチャーソフトによるエディ
タの利用
物理において教材を作成する際，どうしても数式

や図形の編集というものが必須のものとなる。

ところが一般のワープロ文書やエディタには，そ

うした処理を行う機能に乏しく，それに相当するも

のがあっても使い勝手が悪い。STDB｢物理入試デ

ータベースCD-ROM｣には，問題作成エディタの機

能がある。このエディタは，各種の数式フォントも

多様で，その操作法が易しく便利である。また，図

形を編集する際の基本的な機能が充実しているので

その応用範囲は広い。

①画面キャプチャーソフトの利用

問題作成エディタに，全画面コピーの機能がある

ことを前に紹介したが，ちょっとした小さな図形を

作成してプリントの一部に取り込みたい場合がある。

そんな時，役に立つのが画面キャプチャーである。

フリーソフトで，あらゆる種類のものが出回って

いるので多くの方も利用されていることと思う。

これを使うことで，大変見栄えのよい実験書や授

業プリントの作成が可能となる。

以下の図は，電磁気の実験プリントを作成する際，

テスターの利用について補足として，プリントに記

な生徒に対して，最低限の学習の機会を確保させる

ことは必要である。こうしたとき教科書の理解を目

的とした｢物理確認テストCD-ROM｣による課題学

習プリントは適当なものとなる。

生徒が教科を履修して，単位を認定する以上は，

教科書の理解と教科書に含まれる例題及び問いの問

題程度は，最低限身に付けさせておくべきものであ

る。私の場合，｢物理確認テストCD-ROM｣の中に

収納されているそうした問題を取り出し，課題プリ

ントを作成して成績不振な生徒に課す場合がある。

物理の場合，問題が具体的な数値計算で求めるよ

りも，記号で計算させる場合が多い。収納問題は，

｢問題作成エディタ｣
※
で編集出来るので，記号形式の

問題に修正することにしている。いずれにせよ，教

科書とリンクした問題がデータベース化されている

ことは大変助かると思う。教科書と併用しているの

で生徒にとっても学習しやすい。

3．大学受験のための講習テキスト作成
完全五日制が実施されて公立高校では，授業の確保

も厳しくなってきている中，大学進学を目指す生徒達

に対して，受験を意識した授業や補習を行う必要があ

る。都心や都会の学校だと生徒の中には予備校や塾へ

通う生徒も多いであろう。しかし，公立高の教師とし

て出来る限り，生徒が塾や予備校に通わなくても済む

よう受験対策指導を施し，支援してあげたいと願う。

そうしたとき集中して行うのが講習である。放課

後や長期休業中などを利用した講習会を設定するこ

とで生徒達の学習支援をバックアップ出来る。

その際に，どのようなテキストを準備するかが講

習会を成功させるカギとなろう。

市販されている問題集を生徒に購入させ用意する

のも一つだが，実際には生徒や教師のニーズに合っ

たテキストを見つけるのは容易ではない。そこで

STDBの｢物理入試データベースCD-ROM｣の利用

が便利である。

この中には1992年度から2002年度における主要な

国公立及び私立大学の入試問題及びセンター試験問

題がデータベース化されて収められている。学校や

生徒の実情，希望にそった問題選びが可能となる。

大学への進学希望生徒が多い本校では，国公立大

学への合格者数の増加を大きな目標に掲げている。

よって，テキストの内容についは，関東近辺の国

公立大学の2次試験問題を主として選択し，テキス

トを編集している。その際，役に立つのがこの｢物理

入試データベースCD-ROM｣である。特定の分野の

みのテキストを作成する際なども，検索においては，

大学名はもちろん，科目，単元，テーマ，難易度等

の指定で問題を検索出来るので効率よく問題選択が

出来るメリットがある。

STDBには他文書への貼り付け機能がある。これ

を利用して私はワード文書（B4横サイズ，1枚1問）

のスタイルで問題をファイル化した。こうすること

で，年度を越えての新たなテキスト作りを自由に行

うことが可能となるからである。

作成方法は，問題をこの｢物理入試データベース

CD-ROM｣の中からニーズに沿ったものを抽出する。

それを｢問題作成エディタ｣によって編集し，不要

な問題の削除や追加等を行う。それをメニュー｢編

集｣の中の｢他ソフトへの貼り付け準備（全画面コピ

ー）｣を利用してワード文書に貼り付ける。

こうして必要な数だけの問題プリント文書を作

成・印刷し半分に折り束ね，表紙をつけて製本すれ

ば出来上がりとなる。

4．画像取り込みによる試験問題の作成
私は，普段の授業ではかなりの補助プリントを利

用して授業を進めている。例えば，波動の分野では，

以下のような項目の作図を行わせている。

1．横波の伝わり方

2．縦波の伝わり方

3．波の重ね合わせの原理（フーリエ級数）

※従来版の「物理確認テストCD-ROM（STDB確認テスト物理IB
指導用CD-ROM）」には，問題作成エディタは搭載されておら
ず，この機能を活用する際は，「STDB物理入試データベース」
の併用が必要でした。この春から発売された，「STDBトライ
アル＋教科書問題物理I統合版」には，問題作成エディタが搭
載されており，より使い勝手がよくなりました。
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1．はじめに
高校化学の授業現場において，生徒の理解度を高

めるためには各種プリントの作成と授業における効

果的な利用が不可欠であるが，これらの作成は必ず

しも容易な作業ではない。旧来は出版社から許諾を

得られた入試問題集や一般の問題集を数冊準備し

て，コピーまたはスキャナーによる取り込みや編集

を行い，作業に膨大な時間を使わなければならず，

非常に煩雑であった。そのため，最も大切な問題の

選定と内容の把握に使う時間が限られ，授業中に予

定していなかった解説を加えたり，想定した授業の

流れと異なって後悔したりなど様々な問題も発生し

た。また，ある問題を探すために数時間も費やした

り，毎年同じプリントを使っている内に問題が古く

なっていることに気づいたりなど，私のように整理

が得意でないものにとっては，たいへんストレスを

感じ，時間を使う作業であったと思う。

２．問題データベースの作成への試み
もちろん今までデータベース化を考え，個人的に

様々な挑戦をしてきたが，今までのデータベース化

には多くの問題点があった。コンピュータに精通し

ているとは言えない私にとっては，特に以下のよう

な点で困難を感じ，構築に至らなかった。

1.著作権の問題により，そのままを教材として使

用するのが法的にも道義上も困難である。

2.問題を取り込むためにスキャナーを使うと，そ

のまま画像ファイルとして使うことが可能だ

が，細かい部分が不鮮明になり，特に分子式な

どは判読しにくい。

3. 2を解消するために画像データを他のファイル

に書き換えると，時間がかかる割りには判読ミ

スもあるし，図などは手を加えることが難しい。

数種類の問題を同じ紙面に読み込むと，フォン

トの大きさや種類の統一にも手間取る。

4.画像ファイルは容量も大きく，圧縮しても保存

に手間がかかる。ファイルを作る際に問題内容

を精読してキーワードをつけるか，正確な分類

をしておかないと，あとで有効利用できない。

5.きれいにスキャンするには，厚い冊子の場合は

背表紙をはずして分解し，紙の状態にしなけれ

ばならない。

6.作ったファイルの内容がすぐに古くなって，数

年で問題の入れ替えをしなければならない。

7.入試問題はそのまま使えるものが少なく，編集

が必要であるが，編集しやすい環境を構築する

のはかなりの費用と手間がかかる。

そこで今回，数研出版から発行されている「スタ

ディエイドディービー－化学入試 2002データベー

ス－」と「スタディエイドディービー－トライア

ル＋教科書問題　化学Ⅰ統合版－」を利用したとこ

ろ，これらの問題点の多くが解消できる可能性があ

ることがわかり，以下実践例を紹介しながら，その

有効性を紹介してみる。

３．通常の授業における利用
１）授業内容のまとめに使う問題プリントの作成

生徒に問題を解かせる場合，その集団がほぼ均一

な能力，理解度，熱意などを備えていれば，問題の

内容は絞りやすいが，予備校などでの個人的な学習

状況，進路の希望などにより，現実はかなり多様な

要求をもつ集団に対して同一の問題を解かせる場合

が多い。このような場合に，このデータベースソフ

トは威力を発揮する。たとえば，酸・塩基の pHに

関する項目のまとめ問題を作成する場合，次頁の例

1のような構成のプリントを10分以内で作成するこ

とができる。

例1は紙面の都合上短い問題を3問のみにまとめ

たが，構成は，1.教科書の章末問題，2.傍用問題集

の基本問題，3.基本的な入試問題 の流れで作成し

てある。この場合は2種類のデータベースを切り替

えて作成でき，1と 2は「トライアル＋教科書問題」

から選び，3は「化学入試2002」から選んだ。

このように教科書から入試問題までの状況に応じ

数研版データベースを活用した化学教材プリントの作成
和洋九段女子高等学校教諭　中込　真

載したものであるが，問題作成エディタで図を作成

し，画面キャプチャーソフトにより切り取り，コピ

ーして文書に貼り付ければ良い。

取り込み方法は簡単で，図形の左上と右下を指定す

ることで，図形のみをコピー取り込むことが出来る。

問題作成エディタには，図形を編集する際に必要

な，豊富な部品も数多く含まれており，簡単に図形

を編集，作成することが出来る。

②関数グラフ作成機能の利用

我々は，試験問題を始めとした各種の教材プリン

トを作成する際に，関数のグラフを取り込むことが

必要になる場合が多い。

例えば，原子の崩壊の場合，その崩壊式は指数関

数になるし，コンデンサーの充放電の場合も同じで

ある。また，波の学習では，サイン，コサインで示

されるグラフを書く必要に迫られる時がある。

そうした時，正確なグラフをプリントの所定のサ

イズに上手に取り込むのは中々難しい。

問題作成エディタの中には，関数グラフ作成機能

が含まれている。これを利用して任意のグラフを作

成してプリントに取り込むことが可能となる。

以下は，コンデンサーの充放電の実験プリントを

作成した際に，その実験結果の分析の仕方を説明す

る場面のものである。グラフの放電曲線を手書きす

るのは好ましくない。やはり正確な曲線を表示した

いものである。関数グラフ作成機能を利用して，座

標を選択する。すると自動的に関数の種類を選択す

る表示が現れるので，とりあえず指数関数を選択し，

表示させる。しかし，大きさ等に調整が必要なので

何回が定数を変えて変更を繰り返すことで，プリン

トに適したグラフを表示させることが出来る。

後は，目盛りや座標の書式を好みに応じて消去さ

せても良い。これを画面キャプチャーで取り込めば

完成である。

6.最後に
教育現場における時代の流れの変化は激しい。よ

り良い教育を実践していくためには，我々は多方面

での地道な努力が必要であろう。生徒にとってわか

りやすく，より良い教材を効率良く作成していくこ

とは，教師にとって一つの使命と責務だと思う。今

後も，数研出版のSTDBシリーズのより一層の改良

と発展に期待していきたい。
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